
 

寒冷地における膨張材使用コンクリート調査研究委員会【終了】 
 
1) 活動期間 

平成31年4月～令和4年3月 
 
2) 活動経過 

第5回委員会：令和3年6月4日 
内容：委員会の報告会に向けた方向性について 
 

第6回委員会：令和3年7月30日 
内容：報告会での成果報告の手法について 
 

第7回委員会：令和3年9月30日 
内容：報告会の内容について 
 

報告会：令和4年3月4日 
内容：研究成果報告 

 
3) 活動成果・活動報告 

北海道における膨張材の使用実績について明らかにし，課題等について検討した。建築分野では特に

問題はないものの，土木分野では橋梁壁高欄・地覆で十分に膨張材の効果が得られていない可能性もあ

る。膨張材の効果が十分に発揮するよう養生温度に留意をする必要性があると考えられる。 
 
4) 委員会の構成 

委員長    渡辺 暁央    苫小牧工業高等専門学校 
幹 事    濱  幸雄    室蘭工業大学大学院 
〃     吉田  行    土木研究所寒地土木研究所 
〃     谷口  円    北海道立総合研究機構 

委 員    五十嵐数馬    デンカ株式会社 
〃     梅木 宏也    株式会社ドーコン 
〃     岡元 卓也    太平洋マテリアル株式会社 
〃     胡桃澤清文    北海道大学大学院 
〃     小板橋 陽    太平洋マテリアル株式会社 
〃     佐竹 紳也    太平洋マテリアル株式会社 
〃     照井 一樹    株式会社北未来技研 
〃     村手 三郎    太平洋マテリアル株式会社 


